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　２月７日㈰に第７回中学生「東京駅伝」大会（主催・東京都教育委員会）が味の素スタジアム・都立武蔵野の森公園で行わ
れました。この大会は、中学２年生による駅伝競走を男子の部、女子の部に分け、区市町村の対抗形式で行うものです。
　西東京市も各中学校から選抜された選手が出場しました。男子は42・195㌔を17区間、女子は30㌔を16区間で襷

たすき

をつ
なぎました。味の素スタジアムのスタンドには多くの方が応援に駆け付け、大きな声援を送りました。出場した選手も、応援
に応えるように懸命に走りました。結果は、男子27位、女子16位でした。
　市の代表として誇りと責任を持って大会に出場したことは、選手一人ひとりのかけがえのない経験になったことでしょう。

◆教育指導課　０４２（４３８）４０７５

　本校では地域・保護者との関わりを大
切にしています。取組の一つが「放課後
＠カフェ」です。育成会「ひろがり」が
主催し、放課後、中学生と地域の大人た
ちとの大切な交流の場として今年度から
スタートしました。市民文化祭をはじ
め、青少年問題協議会主催の環境浄化運
動、どんど焼き、ミニ運動会など学区内
の地域の行事にも部活動単位でボラン
ティアとして、積極的に参加していま
す。これからも地域とともに歩む学校を
目指します。

　本年度、東京オリンピック・パラリン
ピック教育推進校として都から指定を受
けている本校では、その一環としてバ
レーボール元日本代表選手の大

おおばやし
林素

も と こ
子さ

んに講演をしていただきました。
　６年後、オリンピックの主役は皆さん

だという話を聞い
て、思いを新たにし
た柳中生です。

地域とともに

2020年東京オリンピック・
パラリンピックに向けて

田無第一中学校

柳沢中学校

環境浄化運動
たくさんの生徒が
参加しました

　本校では毎年２学期、全校生徒が一堂に
会して、生徒により考え抜かれた珠玉の意
見を聞く機会を設けています。意見は、環
境問題や人権問題、ネット社会や生き方に
関することなど、身近なことから時間的・
空間的に広がりを持つものまで多岐にわた
ります。調査・探求したそれぞれの立脚点
から紡ぎ出した素晴らしいものばかりで
す。この意見発表会は、生きる方向を修正
したり、新たな目標を設定したりする啓発
的な機会となっています。

　本校では、平成27・28年度に「東京都教
育委員会人権尊重教育推進校」の指定を受
けて、さまざまな教育活動の中で、人権
感覚を高める取組を行っています。今年度
は、人権課題「子供」から、「児童虐待防
止」や「いじめや暴力のない学級や学校づ
くり」を題材とした公開授業や研究協議会
も行いました。また、人権課題「アイヌの
人々」から、アイヌ文化の体験や講演を通
して、アイヌ文化の現状等を正しく理解す
る学習も行われました。学校全体として、
いろいろな視点から、人権感覚を高めて

「豊かな人権感覚
を育み、人に優し
い生徒の育成」を
目指しています。

　「青嵐言の葉大賞」は、青嵐中学校を
もっともっと温かい学校にしたいという思
いから始まりました。全校で「言葉の力を
感じるとき」というテーマの作文に取り組
みました。そして「言の葉大賞」というコ
ンクールに応募するとともに、校内でも
「青嵐言の葉大賞」として優秀作品を文化
発表会で発表しました。
　言葉は時には鋭い刃で人を傷つけます。
でも、言葉は人を勇気づけたり、人の心を
温かくする大きな力を持っています。温

かい心は、温かい言葉
を生み、温かい言葉は
温かい心を作る、言葉
の力を考えることで青
嵐中を温かい心でいっ
ぱいにしたい、それが
「青嵐言の葉大賞」の
願いです。

　ひばりが丘中学校は、「文武両道」を掲
げ、生徒主体の活動を進めている躍動感あ
ふれる学校です。学習では、アクティブ・
ラーニング（生徒主体の学習スタイル）を
推進しています。部活動では、吹奏楽部が
銀賞、パソコン部が検定３級合格を果た
し、また近年、都大会出場を果たしたテニ
ス部、男子バレーボール部、女子バスケッ
トボール部、陸上部など、それぞれが輝か
しい実績を上げています。男子バレーボー
ル部では、ブラジルの黄金時代を築き上げ
た選手育成のエキスパートコーチを迎え、
１週間の特別プログラムを体験しました。
その様子は、昨
年 1 2月 1 3日に
「奇跡のレッス
ン」（ＮＨＫ　
ＢＳ-１）で放映
されました。

全校意見発表会

人権教育の推進

青嵐言の葉大賞 文武両道に花咲かす！

文化発表会では７人の生徒
が作品を発表しました。

人権課題「アイヌの人々」より

朝の落ち葉清掃の様子

生徒の質問に答える大林さん

学生ボランティアを紹介

【男子バレーボール部】アントニオ・
マルコス・レルバッジ氏と記念撮影
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　本校は、西東京市立学校教育研究奨励事
業指定校として、「『心』と『身体』、
『知識』と『実践』のつながりを考え、
豊かに逞

たくま
しく生きる力を育む」を研究主題

に、「スポーツ・体力向上・健康」「おも
てなしの心」「フェアプレー、努力」「国
際理解」「伝統文化」「ユニバーサルマ
ナー／デザイン」「地域理解」に視点を置
き、研究・実践をしています。また、元バ
レーボール日本代表選手の授業講師や外部
講師による講演会も行っています。今後も
「人生を逞しく生き、そして社会に貢献す
る人」を育てるために、教育活動を推進し
ていきます。 

　毎年、奉仕活動として、学年ごとに校地
内や向台公園の落ち葉清掃を行ってきまし
た。今年度から、それに加え生徒会を中心
に、全生徒から希望者を募って「落ち葉拾
い隊」を結成しました。生徒の登校前に、
学校の周囲の道路の落ち葉清掃をすること
を始めました。たくさんの生徒が落ち葉清
掃をすることで、学校・地域へ貢献する意
欲から、晴れやかな気持ちとなり、一日の
素晴らしいスタート
となっています。

　田無第三中学校では、学力の補充のた
め、さまざまな形での補充学習を行ってい
ます。
　現在、７人の学生ボランティアが放課
後、小学校の内容を中心に個別学習を行っ
たり、授業の補助に入って支援を行った
りしています。さらに、定期考査の前には
始業前や放課後に、各教科の先生が希望者
を集めて要点の復習や質問教室を開き、考
査終了後は合格するまで何度も放課後に再
テストを行う教科もあります。また、「三
中応援団」という保護者や卒業生の保護者

が主催する定期考査
前の土曜日、日曜日
の午前中に行う学習
会には、毎回全校生
徒の３分の１前後の
生徒が参加していま
す。
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